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１．目的 

本研究では，スタートダッシュ時のストライド,

ピッチ,疾走速度が加速局面にどのような影響を与

えるのかを明らかにすることを目的とした。 

２．研究方法 

１）対象者：F大学の陸上競技部の男子 5名,一流男

子選手 8名 

２）集計方法：スタートダッシュのストライド,ピッ

チ,疾走速度を集計した。 

３）統計処理：大学生と一流選手の疾走速度の関連

については,SPSSversion22 を用いて,二元配置

分散分析を行い,有意水準は 5％未満とした。 

３．結果と考察 

１）大学生と一流選手のスタートダッシュのストラ

イド 

 大学生,一流選手ともに第 1歩目から第 4 歩目ま

でに漸増傾向が見られ,一流選手はすべてのステッ

プにおいて,大学生よりも大きなストライドを獲得

していることが認められた。一流選手は地面反力に

よる水平方向の推進力を獲得するため,大きなスト

ライドによってスムーズに加速していることが示唆

された。 

２）大学生と一流選手のスタートダッシュのピッチ 

 大学生,一流選手ともに第 1歩目から第 4 歩目ま

でにピッチの漸増傾向が見られ,大学生はすべての

ステップにおいて,一流選手よりも速いピッチを獲

得していることが認められた。大学生は加速局面の

疾走速度を高めるため,ストライドよりもピッチを

優先させていることが示唆された。 

３）大学生と一流選手のスタートダッシュの疾走速

度 

 図 1 に,大学生と一流選手のスタートダッシュの

疾走速度を示した。一流選手は,すべてのステップ,

中間疾走およびゴールにおいて,大学生よりも,疾走

速度が有意に高いことが認められた。疾走速度は,

大学生と一流選手ともに,スタートから第 3 歩目ま

で,第4歩目から中間疾走まで有意に増加したが,第

3 歩目から第 4 歩目までに有意な差は認められなか

った。また,大学生は中間疾走からゴール地点までに

疾走速度が有意に増加したが,一流選手は有意に低

下したことが認められた。大学生のスタートダッシ

ュにおける疾走速度の増加は,第 1歩目から第 3歩

目まではストライドとピッチの両方,第 3 歩目から

第 4歩目においては,ピッチの増加によるものであ

った。一流選手のスタートダッシュにおける疾走速

度の増加は,第 1歩目から第 2歩目まではストライ

ドとピッチの両方に,第3歩目と第4歩目では,スト

ライドの増加によるものであった。

 

（P<0.05 between group） 

図 1 大学生と一流選手の疾走速度 

４．結論 

 スタートダッシュにおいては,ストライドを優先

させることによって,エネルギーの消耗を低減し,ス

ムーズな加速へと改善されると考えられる。さらに,

加速局面での改善により,中間疾走において,高い疾

走速度を維持することにつながると考えられる。 
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